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凍死に闘する寅験的研究e

特にアルコ --J，レ投奥の場合の心臓機能に就いて

森田貞美ー多国典正

〈低温利率研究所感皐，部門)

I前おき

古来酒客酪凶IとsjB'Eとの閣にはかなり総接な闘係があるといはれ‘ている. とれは多分三えの二

つの理由によると忠ふ.

そのーは 寅際凍死髄に多数のアルコ戸ル飲用者が見出さqれたととである.例へばKrjukoff')

はι66例の凍死骨豊中 46名即ち 72.7%K， Somienburg2)は402例の凍死骨豊中その40%がアルコー

ル飲用者であったと報告してゐる.

そのこは 理論的の理由である.アルコ{ルの大量燐取却ち酒客酪町のj民態に於ては，大脳

の機能は著しく減退し，意識，反射等の機能は表へ，又温熱調節中極は明にその機能不全をとき

来す，そして同時に熱の産生に重要な役割をする筋機能も畿返する.殊に皮膚血管は蹴張して

熱の肱散をたかめ，鰭温を低下させるなど.長[Jち理論的にもl切に酒客酪簡は凍死の危険をlA¥は

せるものである:))

近時粛)臨4) I'ì白鼠ìL毎~kg 3 g の子;1.-コ~ lLの皮下注射を行ひ.樫温の低下と共にI現に凍死時

間の短縮を認めたと云ふ.以上の事柄は，凍死とアルコールとの聞に密接な関係の温うるととた

常識的に一躍納得させる理由になると忠はれる

しかし他方・一虚脱などの場合に僅か茶陸一{不の赤沼が忽ち蒼白な額色に赤!床をもたらし，鱗

れ難い脈持がよく偶れるようになり，呼吸も探Cel.つ規則的になるととは臨床家のE遅々経験す

る鹿である戸

又 Binz6)や Dixo1l7)によると 10%ブヘルコ-;1.--60-80 C.cの投興は明に血盤の上好ーを3¥Eすと

云ふ.又少量のア;1，コ戸;q土摘出猫心ヘ蛙心9). ~心10) 等に於て版擁護主並にその!政縮の高さな

増加し，心臓への用語興奮作用を有するととが多数の資験により明tとされてゐる 、

かつて Dixon，1)Hami11川等はアルコ{ルは柴i1索として，その一部は他の含7./(~炭素と何等

%北海道大懇意X:i盆科議研究所業続完¥-89 ~廃.ゆ字、j 弘数授指者3・.

f氏j選科星第完H腕昭和23年
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直別なしに細胞に蹴き或は撚壌に役立つものと考えられたが，近来は所前非特異{助~Iちの物質で

エネルギ戸代詩Hとは関興しないものといはれてゐる.12)

とLに於てよ記のようにまだ推続的誠にbる凍死とアルコ{ルとの閥係を明にするととに私

は大K興味を魔えたのであ雲， そしてとれが現在まだ明確でない凍死の病理κおしても亦何等

かり寄興がまうるとと L信じて本質験を行った.都合上本論文に於てはf誌に心電i品!即ち心臓機能

を中心とした問題のみを取扱ふととにした.

n i象備費験

資験に首って先づ問題になるのは家兎11:何程の「アノL コ~ lLJ をどんな方法で興えればよい

かと云ふととである.文献によると C11.LpiE11どめや Grthant14)は経口民には 10g/kgが致死

量で、あると云ひ，静脈内注入では 6.2gjki;!であると JoffroP5)は報告してゐる，又完全麻酔のた

めには経口的に 6-8gjkgが必要でるると Straus1G)が云ってゐる.之らはいづれも古い成績で

共の他に趨設な文献が見出せなかったのでやむを得や賞験によってきめるととにした.先づ3

gjkgのアルコ{ルを生理的食盤7k，で、4俗にうずめ，耳:静脈I刊に 1分位の述さで注入してみた.

家兎は 2例とも注射格了直後に死亡した.きたに 2g/kgとしてみたが長期の笈験に不安があった

ので，誌に 1.5g/kgとLかっ1分 :10秒の絞かな主主皮で注射するととにした，注射後は3時間に

亙って種々観察したが，モの成績は第一去に示してある.

第， 1表限 flIII Tf 険 ~t の 1

アルコール割問 25.9bアノレコーノレ(icc/l，ピ御注 家兎番号~~ 1¥'0. 4 1j.H喰号室温度 ]OOC~2立 C

悩議 3.3kg 性♀ 笈験月日 15/VII

撤彩Jη畷数l直滋 I)W，書士
1I年間:(CJij，分J;loC)it毎分〉
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第 1義深備

アノレヨーノレ~trr音 25%アル::2_ノレ 6ccjkg綴詮

髄重 2.251、?;笠呂 、笈験月日 20/VII

擬彩I ~叩〔勾毎z分fI底滋除数!| R P(6Q ) 時間 いC) I ¥.1手分)I (σ) 

童話照 84 37，0 270 22.2 6.0 
5' 66 36.9 273 22.0 6.1 

10' グ " 265 22.6 5.8 
20' グ 36，7 254 23.6 6.0 
30' 6; 36.9 245 24.16 グ

45' ('4 " グ グ 1/ 

1h 66 グ 255 23.5 6.1 

1h15' tO グ 267 22.5 6.3 

11i30' 58 グ ゲ グ 5.$ 

1h45' 5fii 37.0 273 22.0 5.9 

2h (4 37.3 277 21.66 5.8 

2h15' 65 37.4 279 21.5 グ

2h30' 72 37.3 277 21.66 グ

2h45' グ 37.:'>' 2119 22.30 5.9 

311 76 37.<t 265 22.66 5.9 

笈験(禁の 2)

家兎番披 No.5 笈験室滋皮 180C_22'C 

QRS QT RV f'V sv TV 
(σ) (σ) (ノノdう ("，1") (mV) (iltV) 

2.7 12.5 0.63 0.15 0.48 0.33 

グ ]2.5 1/ グ 1/ 0.35 

2.8 12.7 0.65 0.16 グ グ

グ 12.8 1/ 0.17 0.49 0.36 

" グ 1/ グ 0.48 1/ 

/J 12.7 グ 0.16 0.45 0.33 

2.7 12.9 グ " 0.40 0.30 
2.8 12.5 '1 116 " グ
グ 12.3 グ グ 0.31 グ

グ 12.1 グ 1/ 0.37 1/ 

グ 12.0 0.55 0.15 0.35 グ

1/ グ ゲ 0.14 グ " 
2.7 12.5 1/ " 1/ " 
2.8 グ 0.63 0.15 0.40 グ

グ グ 1/ " グ グ

第 1表深備笈験(其の 3)

アルコーノレ劉照 25，90アノレコ』ル 6ccjkg静淀 家兎番線 No.6 j変験室況も皮 18'C-23C 

飽笈 2.15kg 笠早 笈験月日 23jVlI

日 i慨 lV15釘rzwR川町;町;jtlz
溺!!員 60¥ 37.0 23.u 5.6 4.0 14.3 1.54 0.23 0.54 

5' 汐 36.8 258 23.3 5.盛 4.3 '14.2 1/ " 0.61 

]0' 68 グ 261 22.9 " 4.0 14.1 1.52 0.26 グ

15' 50 グ 1/ 23.0 5.3 4.1 グ 1.50 0.23 " 
30' 48 ィy 273 22.0 5.1 4.0 グ ク 0.2-1 グ

1h 56 :37.1 詰85 21.1 3.9 グ グ 0.23 '1 0.67 

1h:::O' 野80 37.2 286 21.0 5.0 グ グ 1.38 グ グ 0.61 

2h 88 37.0 273 22.0 5.1 グ 14.0 '1 0.22 グ 0.58 
2間 r| グ 36.8 267 22.5 5.3 4目。 グ グわ グ '1 " 
3h 'ノ 36.7 11 グ グ グ L54 0.:!3 グ 0.61 
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第 1表 ~ 備 笈 日会 (契の 4)

アノレコ~ル~Ì!!百 25%アルコーノ'-6 c"jkg静注 家兎番波 ?すり.7 資験室iliV変 20'C-23'Cr 
骨量 鐙 2.8kg 性宇 笈験月日 25/iVll 

撮影 RV  
時間 (1，ノzη

滋!日5 200 36.6 242 24.8 3.0 H.¥J 1.8 0.3φ1 。 0.55 
5' 180 グ 'ノ 1/ 6.2 1/ グ " 0;36 '1 0.50 

10' " " 238 252 6.0 グ 1.9 0.33 '1 グ

15' グ グ 242 24.8 '/ グ グ グ '/ り グ

30' ~2 /36.8 252 23.75 グ " 。 ].8 
" ゲ 0.53 

1h 56 37.0 269 22・3 ク ゲ 14.1 " グ グ 057 

]h30' 80 37.1 271 22.1 僧5，9 グ グ 1.7 0.30 グ ~， 

2h ]66 37.5 270 q“q“.2 グ グ " 0.32 " グ2h30' 160 グ 273 22.0 5.9 グ あ少 0.33 Fノ グ

3h グ ~59 23.16 グ グ ]4.2 '1 グ 0.58 

第 1談 E泉 昔話 資 験 (其の 5)

アルコール~Ìn百 25%アルコーノレ 6cc/l，、g静注 室長兎主存続 1¥'0.8 tt験室滋皮 19 C_20oC 
官盟 主立 2.7kg i企 資験月日 29jVII 

搬彩|呼吸引置混同駿i-TFぺC27l一円 f'V時間〈毎分j (OC) 〔毎分)1 (σ) I (0') I (σ) 1 (グ 1(mV) 1 (I1lV) 

霊!tm自 3n.o 261 23.0 5.7 3，0 14.1 0.91 0.21 

5' 35.9 258 23.3 5.8 グ グ 0.85 0.22 

10' " 256 23.5 グ グ グ 0.78 0.19 

35.8 1/ グ " rノ グ 0.85 グ| グ

lh 。uαv.の~ Jツ I! 5.7 特I! '1 0.88 か

11130' グ 262 22.9 5.8 グ 。 0.9] 'ノ ろ '/ 

211 36.7 266 22.6 5.6 1/ 匂]4.0 0.85 グ 。 グ

2h30' うノ I! '1 5.5 1/ グ 0.82 0.21 1"  1/・

3h 3 '.3 262 22.91 " ゲ グ Fノ 0.191 0.281 グ

ー一一一一 一一一月

先づ一般症iIkについてたl!;べる，アルコ{ル注入後動物は一般VC!J;:lijJi:になり咋吸設は減少する.

やがて鰭温の上好・するに伴'0，或はそれより先行して呼吸数は町jζ増加して来る.その増加の

程度は個々の例で大きな避はあるが，呼吸敢にして毎分8-40の増加でるる.此の頃には家兎

の筋肉政明に弛緩し動物は/l垂11民i氏態を示し運動は著しく京へる.

1) 鰹温曲線:鵠?温についてみると，先づ試のつくととは動物をと背位に緊純国定Lただけで・

も19-23
0

Cの室温で躍温は艇度に下るととである.即ち注射直後でもとの軽度の関温降下の見

られるものがある.しかし注射後20分-co分位するといづれも館温は上昇し始め，その後1時

間30分-2時間 15分平均ほど 2時間で最高に法すみず此の最高上川温度は 0.40C-O.9C。千均

0.76
0

Cでるった. その後再び下降し 2時間 30分 -...;2時間 45分で，上作し始めの温度まで民つ
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た.2例は3時間でもまだ正常に戻らない.

との賠温の上;¥--1曲線は{同盟によって奈はあるが大別す還と第 1闘に示すように念な山をなす

ものとだらだらとゆるやかな山~なすものとに分けられる.此の場合にはIl[門内に底筏 0.7cm 

長さ 30cm の精子製アルコ{ル温度計~約 8cm 挿入したものである.勿論此の温度計の鵠医は

iEしく行った.

11107 

.I，í l~ 

，~-'------一一一一一一~\\;
i 
JO' 2' 

i 
~~ J(l 

第 1圏 飽i昼間1線 (2与タアル口』ル 6cc/kg静脈注射〉

2)心電 iお1

RR:心持動i設は酷湿の・消長とよく一致し， Iアルコ ~}vJ 注射後n豊温が上昇し始めるfI寺はい

づれも心持動数の増加がみとめられた.No. 6， No. 7，では30分で12及び10，1 s寺閣で24及 e

ぴ27，1時間30分で25，29， 2時間では12，28， 2時間30分では 6，17，と各J奇心持動数の増加

がみられた.

PQ:民窓Ia:の刺f)(停迷時間である PQを見るにいづれも 0.1σ--0，0σの饗化で明確な糸識は
ないが RRの鑓化に1N臆して消長した.

QN.凡 QT:心室rflの7耳奮{ヰ日正4時間である QR8と心室の興奮持続時間でるる QTの鑓化はい

づれも 0.16σ~0.3σ の鑓{ヒで RR の延長或は慢がilに釘践しで消長するように忠はれた.

その他RVはn']'-p，性の盤、化を避けて良く吟味してみたが髄協の最も高い 2時間では0.08711J7--

O.1fi 1llVの減少を来したものが多く， 2 n寺!l.fl30分では全例司王均0.07(63%)'の減少を示Lた.

n: SJ7では減少するものが多く 2時間30分で、夫々 0.016川17(796)，' 0.093 11 17 (2296)， 3時間
ではO.OllllJ7(4.4%). 00.33 11117 (19%) i成少した.

TVは同校に RR封臨するような所見は認められたが，此の越化は 0.02，iiJ7 --0.07 11117に渇ぎ

なかった.
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号えにアルコ~)l，..の放熱機序告と考えてみる.人間に於ては，アルコ~)J...が先づ中樋に{動いて皮

府血管を・隣接し，その震に大量の血液が冷却するP同時に汗鯨の分泌を促しモの議設により

大量の熱が失はれるとと，前後に呼吸が促進され肺よりD放熱が犬となる， しかし之も熟産生

の調節機能に蜜はれて躍混は一定に保つととが出来る.

しかし家兎に於ては皮鴎・の表面は鳴に毛で讃はれff総の後遺は極めて少く褒汗作用は殆ど見

られない.縫って熱の放出は呼吸促進による肺の蒸護作用によるととが多い.だから 1.5g/kg 

のアルコ{ル (2596)~ ~分 30秒位でゆっくり静脈内に注入しでも，車に呼吸数担増加するば

かりでなく，更に館避の上昇.心持動教の増加等.明に温熱中植の不全を忠はせる諸症候が認

められたζとは，家兎にとっては之がかなりの大量で、既に酒客酪商Iの欣態に革うるととι思はせ，

凍死の寅験には先づ此の量で充分でるると云ふ確信が得られた.

m.* j雪験¥

2霊験方法:ア)J...コ{ルは諜備賀験と向様1.5g/kgを生理的食臨zkで‘41喜に稀標して用いた.

低温!曝露前10分-15分にほピ 1分30秒を要して徐々に耳静脈に注入した.低温室の温度は-

40
C

C_-34
0
Cである，死に至るまでの腹混，脳温の測定は特に工夫した熱電却を用ひたとと，

兎にすべて心電岡，脳電気聞の同時持影を行ったととなE賢験様式はさをく森田17'，fTl中約の援

験と同*1でるった.異なる鮪は前回は心部勤数千均23/分をと以て致死時間ときめたが，今向はdf5
合により多少王子・自にして 29/分~採用した，

fl宮温曲線と呼吸 (第2闘及第2表参照〉

腹湿は後述するやうに低温JI暴露の直後一過性の上昇を示すがその後は何等0特徴を示さやほ

ピ車線的に降下した. そしてアルコ{ルt:輿へたい凍死の場合(以下卦照と栴すzる)と大きな

差主主は認められなかった. 勿論T象情挺験にみとめられたようなア Jl コ戸 J]..，による一世性の鰹滋

上昇，或はそのためと思はれるような龍温滞潟等は全く認められなかった.その下降の程度も

30分では30.20C_B4.20C王子均32，lOCであった.1時間， 1時間初予分， 2時間， 2時間30分， 3 

時間では各々 26.90C_30.40C千均2B.OOC，2140C_27.40C平均26.40C，21.00C_24.10C千均22.3

OC， 17.70C_21.20C，平均18.90C，14.90C....;18.30C 平均16SCであった.之を!測に示すと第2簡

のように訟る.今之を詳しく検討してみると，腹i置にjffff誌に比較して 2.50む"";:3.(tC低く消長し

いる.之に反して脳温は封照とほど一致」て治長した.との鮪は殊に重要な事柄だと足、ふ.即

ち腹温カ~ 20C_30C低く消長するととは前に述べたようにアルコ~ Jt が皮跨血管;~蹴張 Lて流

血量t:増し外界への放熱が大となる潟に内臆;の温度が低下したものと解される.叉m号、温が!良温

の如く低下しないのはアルコ~)]..，が脳血管を選揮的に終張させるためと云はれ行いづれもアJト

ず【 J]..，の特徴を現はした鑓化といへ主う.
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40 C 

30C 

25C 

20'C 
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第 2箇 凍死過程の髄i浪曲線 (25%アルコール 6cc/kg静脈注肘)

生存時間:しかしととに興味の深いのは以上のように腹温は格始2
0

C____irc低く消長するの

に動物の生存時間が延長をみたととでるる.即ち生存時間は3時間--3時間顎分子均3時間17

分で封照に比し 11分の延長を示し，更に致死温度は 12.2
0

C_15.80C平均14，50Cで封照に比し

2.40C-5.4"C平均4.7
0

Cの低下を旅した・

此の事震は縫来の設のように盤、滋の般向が大で且つ温熱r!l恒の機能不全のために温度調節が

不充分で盤温が下るとすれば致死時聞は明に短縮すべきでるる.廃が之と反霊まに生存時間の延

長を来したと云ふ事震はアルコ ~lレJ克典による熱の産生が凍死の揚合にも依然充分行はれてい

るた診と考へなければならない，之は従来と全く異った見解であるが，アルコ{ルが細胞の働

き並に撚・焼に重要な役割j危なすと考へられる今日営然のとと L思はれる.

低温H暴露産後の反臨 1低温H暴露直後に於ける鰭混の一過性上昇は 40秒-1分平均1分 13秒

に始ま1:1， 50秒，..".2分 10秒平均1分 18秒で最高に撞ずる.その後下降し， 1分10秒.....;2分 30

秒平均1分53秒1:1恐露前のi[iiに反った.此の場合の最高上昇温度はO.lOC_O.20C王子均O.lbOCで

るる. j¥llt照覧験に於ては平均30秒より上昇を始め王子均48秒で最高に達しH暴露首Jの{直に戻った

時間は平均2分8秒でるった.封照に比較すると此の反癒の裂現時期は遅し持続時間は規く
お手 : 

且つ温度の上昇穂度も低い，却ち本反臨は明に軽度でるった・

d謬
・.

¥ 
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(誕のめ験
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[堅持|判明|
ふ;:['(下 降・上昇〉

7'(議事事.ニ相. .2J'-f!底)

P (滋斡.!.平低〉

コド 強

心電闘の所見 〔第2愛，策3;a受及第3悶霊塁線〕

政: 低温l爆蕗直後の心持動数は既に 20秒で毎分2-32王子均21.3(94%)の増加を示じ.そ

の後5分-10分平均8分20秒で最高に注し，王子均21%の;増加がみとめられた.その後初分~

60分，平均46分40秒で、低温!思露庖1誌の値に民り，その後は一方的に漸次減少した.鹿が主J限
努

に於ては心Ni動数は低i!曝露後平均20秒で増加し始め，平均3分57秒で最高に濯し吾7.95%

の増加を示し， 25分でlE常に戻ってゐる.従ってそれに比較すると本質験での心持動散の増加

はかなり高度で且つ長く持韻される.その後心持動数は湖i衣減少しその程度は1時間で 7%，

1時間30分で23%.2時間48%である.封照i<::於ては各々 15.4%， 32.7%， 48%で心f~i勤数の

減少のしかたが割問よりも迎いと ξが認められた.2時間30分， 3時間ではほど 69%，84%の

減少を示し，針照では各々 64.3%，78.4%で反主tiL釘照上り減少がJ子いように見えるが， 2時間

頃より1!Ji1'l生不整脈が現れ.その後頻度1，e:t脅すために減少度の正確さは期せられない.



凍死に関する笈験的研究 絡にアノレコーノレ投奥の場合の心、由主機捻tこ就いて 1::'7 

111. lh.30' 211. 2h.30〆 3h 

22.30C( -14・6) 18.90C( -18.0) 16.5 Cく-204〉! 14.5 C 
(21.0…24.1) (17.7・・・21.2) (14.9・・・18.3)

19.3e(-16.6) 15.7~C( -20.2) 13.431C8(. -22.5) 
(19.0・・・19.8) (15.0・・・16.5) (1 ・・14.5) ! 

26.30C(-9.6)1[23.F21t.J5〔--2142.9.5、)I 20;~~l~( -:)~5;，~) 17.3'C ( -18.6) 14(.4102C5(-21.5)! i 
(24.0・・・28.0) I (21.5-24.9) ! 09.0・・・21.6) (15.5・・・18.4) -・]8.3)

ーー+一一 一一

H 16 (7%) I H 52 (23%) H 109 (48%) (→"157 (69%) H 190 (84;'¥の| 29/分

! 1+1 0.3 (4.7灼 {十1{).9 (14%) {十):3.4 (37%) {十14.1(64%) tや)8.9 (139~;;) 
峰

同 0.3(7.7μ 同 0.7(18鈎 {十11.9 (49%) 同13.8(100%) {制 6.6(169%) 

1的 0.8(5.2%) (十j噂.2(20.6;-/0) (+1 6.5 (42%) 同 15.5(1005";;) {争)24.3 (.575";;) 

同 0.09{6.9%) 同 0.17(135";;)州0.24(18.3%) 川 0.33(25.2%) 川 0.08(6'1%) I 

1h 30' 2h.30' 3h 
(11¥噴き苓〉 Ufl1足率〕 (出現主将) C出呪率〉

。 25% 50% 75% 
一一明。 75% 75~五 75%守

。 50ア4 75% 100% 

25~ぷ 75% 100% 

PQ (房室開刺戟俸導時間)

QRS (心室内興奮停建時間)

QT (，己、室興奮持績時出j)

之等は凍死のかなり末期の 2時間金でほど心持動敢に封躍して漸次延長する外は絡別の鐙化

は認められなかった.2時間以後，澗性不整服或は心室性部外Jl文縮，その他霊能主主諸嬰化が出現

するようになると PQ，QRS， QT，は互に時間的には全く無関係に各々大きた延長を示した・

回1 (中間部〉

STの援化は羽汐Eの前今には全く認められない， 1時間30分で組めて軽度の低下を思はせるも

のが1例 (No.4)あった.一般には2時間で箆化がや.1.!1月となる， r~rJちゃ L 下降ずるもの 2 前i

(No.4， No.5)，や L上訂するもの1例 (No.3)がるる，その後2時間30分では No.5は既に

明に下降した.'3時間ではや L上芥した No.3，や L下降した No.4も明に下降し?と.殊に No.
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4vc於ては所謂 Korthの盆tUc下降がみられた.

T波 (後期動指): 

T波は末期に至るまで大なる縫化を示きたい， 1'17は低温11暴露lEi{支出かに減少しその後多少11ミ

復の傾向をと示すものもみられるが一般におk少のー誌を示している‘ 1時間では 0.0611117く15%)，

1時間30分ではOぷ3m17 (40%)の減少生示した.T波の日月な王子低化 No.5)， 二相性 (No.3)，

或は諮縛 (No.めなどの所見は何れも低温H暴露2時間}より認められた.2時間30分では No.3，

No.4は依然二相性，逝q(与を示仁7と. No.5は退陣或は治夫を来しtc.3時rm30分では No.2

は始めて鐙化し痕跡的存夜となった. .l:!!Jち羽目立κ比較し 81'並にT波の強化は比較的魁皮で旦

つその出現時期は遅れている.

P波 (心房波): 

PJiは凍死の初期には殆んど滋{七がみられない. 1時間以後漸次減少する.P i皮の乎低化は 1
警警

時間45分で始めて (No.4)軽度に現はれる. 2時!聞には2例 (No.3，No.めに認められた.

2時間30分では No.3は痕跡となり， No.5は千1!f化した.3時間では No.4，No，2は千低化，

No.3， No.5は消失してゐる.此ι媛、イヒも封照に比L明に遅れて現はれている.

R波:

RV，は30分では0.15mJi (11.4%)， 1時間3分では 0.17mJi (13% ¥ ，2時間}では 0.24川 Ji(18.3 

%)， 2時間30分では 0.3::;11117 (25%)の増加を来している.とれは勿論家兎に於ける呼吸性の

鑓勤を考慮に入れての値でるる. とのj:富力nは心持動数の減少に!~'ffi長ずる縫化で大きな意味は求

め出Itい， 3時間以後は急;激に減少を来した.

S波:

SJiは1時間jでは0.0697IlJi (17.796)， 2時fIlJでは 0.1行川Ji(2996)のt't}1JI1{(示L，2時間30分で

は0.141llJi(27.5%)の増加を来した.3時間では 0.12mJi (23.596)の減少を来し.主J照賀験と

同日i凍死の末期に減少告と示した.

不整肱:

主J照に於ては向性不整l)Jicvま司王Jb]1時1m53分より現はれた.本質験K於ヌは 1時IlfJ30分""，，2

時間30分，平均2時rmで艇度の不整1}Ji，カご認められる，その知度は心持田J放にして]/10-2/10{11占j

であり，その程度は 2σ""，，"1σ である.そのl~fvlJ主温は 2 1.2"C ，...，， ~3 .4"C 平均 22.20C で釘日誌によ七し

4.3
0

C低かった. 3時間以後になると著しく増強して，殆ど連続して出現し且つその程度も 80'

-35σ と判然として来る.心主計生期外取締は 2時nlJ45分に於て突然 No.4 vc出現しただけで

頻度もお1¥かったが共の後続いて現はれなかった. H!Jち封!l(tvc比しヂ控杭の11¥現時II¥Jは迫れ立っ

その12a度も金正いようにJ邑はれる.

以上のようにアルコ{ル注射が凍死過龍の心!臨機能にどんな影響を拠えるかと云ふととを心
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電闘について考察してみよう.先づアルコ~ 11" を投 Ut~ しないillkt照の凍死に比較して，心電協に

現はれる箆化の種主足並にその性絡は踊者大経よく似てゐる.即ちアルコヶ}vI'Cよる特別な鑓化

と云うようなものはつかめなかったが，た r量的に或はfl寺f1fi1'l句に歩れが認められた.凍死の前

'*には心持頭数ο減少皮は殊に少し叉 PV，TV等の謎化も少なかった，従って心臓機能障問

。所見は 30分或はそれ以上握れて現はれた，即ち 2時!l日或はそれ以後に不整Jj氏。出現，STの

下降，或は時に上九日 P波の司王{民化，治失，或は T波D諮持，二栢化，j白タミ，そv1也所謂心臓

機能障問の症候が現はれた.之~ç~の箆化も封日誌に比較すると殻現後急:激な増加を示さや，北'Iè交

的較皮にや L絞i更に絡始した.従って動物は生存時間の延長石みたと云へやう.

をb
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SlJ3飽 アルコ戸 JレJ交Oi!家兎の凍死過程の必官m

之を心電脳と同時記録した脳波についてみるに封照どえ設はないが，だ吋laj波がその特徴的

性格を全く消失し単に不規則な基線の動揺を示す時期がI引に~れていた之等のjりi見はアル

コ{ル投興が凍死に故果的に働くと云ふ具髄的詮左である.港、、

それではなぜ低温曝露の場合にアルコ~)J...が危険な招き易いかについて蛇足t::加へてみよ

う.前に述べたようにアルコ{ルの大量擁取によって大脳皮質の抑制作用が衰える，従って治

喋りや，怒ったり泣き叫んだりし易くなる.更に思考力が衰え，計翠性が失はれる，之は周知

のととでるる.かくして前途に横たれるZE-冷への針策が営を失するようになるとと，及び大脳
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争皮質並に小脳の運動中限を胃し運動並に乎街障碍を起すととによって還にjaひがけぬ災難に見

舞われるもので，云はほアJレコ円ルによる二きた的結果と考えるのが安営と云へょう.

VI描要

以上の寅験より共0ととが云へる.

家兎を背位に固定してアノレコ ~}v 1.5 gfkg耳を静肱内に 1分30秒の速度で緩やかに注射する

と，その後家兎は筋肉弛設し運動は明に不全となる.そして、温熱中植は不全を来し，一過性に

ví~30 分頃より直混は上昇し始め 2 号開で最高に建し平均 0.760C の上昇を示しその後再び減

少する.即ち漉度ながら直温の上昇が認められる.此の際直温上昇I'l:劉臆して呼吸数の増加を

来してゐる.即ち1.5g/kgの静脈内注射でも家兎は明に酪部JVi態を来すととを認めた.

言えにつりレコ~}L-の同量を同一方法で注射して， 10分-15分後は， -;-40
0

C の主!~風欣態の低温

室中に静かに手王子く導入し凍死に至るまで種々主主観察を行なってみた.

先づ諜備箆騒で見られたようなアルコ~}L-注射による髄温の上昇は見台れない.腹iiはず Jレ

コ{ルの投奥佐行はないものと同様，何等の特徴を示さタほど直説的に下降するが，此の場合

は常に 20C_30C低く泊長Lた・そして生存時間も平均11分延長し致死温度も 4.70C低かった.

とれを更に心電聞により分析考察してみると，心電国iにはアルコ~}L-による特別な援{とは見出

せなかったが，アζピ量拘I'l:或は時間的にすれが認められた.即ち心持動数の減少がかなり遅れ

るとと，又不整肱， 81'， j5瓦 T波の鑓化即ち心臓機能障碍の所見も遅れて現はれ，その後も

比較的軽度に且つ緩慢に格始した.

以上のやうにアルコ[ル投輿は従来の設とは反ますに凍死に割し放果的に作用するものである@

ととを明にした.
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Resum品

明Then6 C.C of 25 % alcohol r:e1'. kg a1'e injected into the vein of a rabbit， the 1'ise of body 
temperature and the increase of 1'espiratory rate are rccognized. 

When the alcohol-injected rabbit is exposcd to the cold 1'oom of -40oC， the body tempera-

ture decreases with linear rate. 亀

Thc fataI body tempe伊tureis Iowercd and the survival duration is prolonged comparing 

with the unanaesthetized controk 

ECG does not show any particular difference comparing with thc c01ltroIs， aud th巴 changes

are sIight. But， the instant of the appearance of such changes is retarded. 


